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AstraZeneca PLC 
公開日時：2022 年 7 月 29 日午前 7 時（英国標準時） 
 

アストラゼネカ、2022 年上半期業績 
～好調な売上と研究開発の成功が、パイプラインと新製品上市へのさらなる投資を可能に

～ 

売上高および EPS サマリー 

 
 2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
     増減（%）      増減（%） 
 100 万ドル  実質 CER1 100 万ドル  実質 CER  

- 製品売上  21,610  41  47  10,630  32  38  
- 提携収入  551  n/m  n/m  141  (20) (20) 
総売上高  22,161  43  48  10,771  31  37  
報告ベース 2EPS3  $0.48  (70) (66) $0.23  (45) (46) 
コア 4EPS   $3.61  43  44  $1.72  92  89  

 

2022 年上半期業績（CER ベース伸び率およびコメント） 
-  総売上高は、全疾患領域における成長とアレクシオンの医薬品が加わったことにより、

48％増の 221 億 6,100 万ドル。 
-  オンコロジー領域のマイルストーン収入を含む総売上高は 22%増 5。オンコロジー領域

の製品売上高は 18%増。R＆I6領域の総売上高は 3%増、CVRM7領域は 19%増 8、希少疾

患領域は 10%増 8、一時的な価格調整を除く希少疾患領域の総売上高は 8%増。 
-  コア売上総利益率は 81%。第 2 四半期は為替変動と COVID-19 の医薬品契約の段階的変

更の恩恵を受けた。 
- コア営業利益率は 33%。アレクシオン医薬品の追加、業界をリードする中長期的な成長を

構築するための新製品の上市およびパイプラインへの継続的な投資を反映し、コア総営

業費用は 33%増。 
-  コア EPS は 3.61 ドル、第 2 四半期はコア税率 15%の恩恵を受けた。2022 年度の予想コ

ア税率は引き続き 18～22%。 
-  2021 年度に発表したとおり、2022 年度に普通株式を 2.90 ドルに引き上げるという取締

役会の意向を反映し、普通株式 1株当たり 0.93ドル（76.4ペンス、9.49 クローネ）の中

間配当金を発表。 
-  2022 年度の総収益ガイダンス（CER）は、COVID-19 医薬品の見通しが更新され、事業

全体が引き続き好調であるため、パイプラインへのさらなる投資が可能となり増加した。

2022 年下半期のその他の営業利益が 2022 年上半期と同程度になると予想されるため、

EPS ガイダンスに変更はない。 
 

7 月 29 日にアストラゼネカ英国本社が発表しました、2022 年上半期業績発表プレスリリース
のハイライト（抜粋）の日本語訳です。発表の内容および解釈については英語本社発表版が優
先します。 

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2022/h1-2022/H1-2022-results-announcement.pdf
https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2022/h1-2022/H1-2022-results-announcement.pdf
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前回の業績から達成した主なマイルストーン 
-  主要データの公表： HFpEF9におけるフォシーガ（DELIVER）、早期 NSCLC10におけ

るイミフィンジ（AEGEAN）、ATTRv-PN11における eplontersen（NEURO-
TTRansform）、NMOSD12におけるユルトミリス（CHAMPION-NMOSD）でポジティブ

なリードアウト。HER213低発現乳がんを対象としたエンハーツ（DESTINY-Breast04）
試験の全結果を ASCO で発表。 

-  主な承認： HER2 陽性乳がんに対するエンハーツ（DESTINY-Breast03）が米国および

欧州で承認。重症喘息に対する Tezspire（NAVIGATOR）、早期乳がんに対するリムパ

ーザ 14（OlympiA）および gMG15（CHAMPION-MG）におけるユルトミリスが欧州で

CHMP16より肯定的な見解。 
-  その他の主なマイルストーン： イミフィンジの胆道がん（TOPAZ-1）、エンハーツの

HER2 低発現転移性乳がん（DESTINY-Breast04）に対する米国での優先審査、NF1-
PN17のコセルゴに対する中国での優先審査。 

 
最高経営責任者（CEO）パスカル・ソリオのコメント 
「アストラゼネカは、2022 年上半期の財務が好調で、パイプラインにすばらしい進展があ

りました。乳がんに対するエンハーツ、心不全に対するフォシーガ、視神経脊髄炎スペクト

ラム障害に対するユルトミリスなど、いくつかの医薬品で医療現場を変えるようなデータを

発表しました。 
COVID-19 に対する取り組みも大きく前進しています。バキスゼブリアは供給を開始した最

初の年に 600 万人以上の命を救ったと推定され、Evusheld は何十万人もの免疫不全の人々

を保護し、日常生活に戻ることを可能にしています。Evusheld は新たな変異株に対する活

性を継続的に実証しています。 
当社の基礎事業の継続的な業績と COVID-19 医薬品の貢献を考慮し、当社は 2022 年の収益

ガイダンスを更新しています。これにより、患者さんに利益をもたらし、当社の長期的で持

続可能な成長を促進することができる、エキサイティングな数多くのパイプラインへの研究

開発投資を増加することができました。今年から来年にかけて、いくつかの重要な後期臨床

試験結果を発表することを楽しみにしています」。 
 
ガイダンス  
事業全体が好調であること、COVID-19 医薬品の見通しが更新されたこと、および長期的な

持続的成長に向けた研究開発投資の増加により、2022 年度のガイダンスを更新します。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

総売上高は 20％台前半の増加（従来は 10％台前半の増加） 
コア EPS は 20％台半ばから後半の増加（変更なし）が予想されます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
‒  CER ベースの成長率は 2021 年と 2022 年の両方におけるバキスゼブリアの通年の貢献
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を含みます。  
‒  COVID-19 医薬品の総売上高は、2021 年度に対してほぼ横ばいとなる見通し（従来は

20％台前半の減少見通し）で、バキスゼブリアの売上減少の見込みを Evusheld の伸び

が相殺する形となっています。2022 年度のバキスゼブリアの売上の大部分は初期契約

によるものと予想されます。 
-  先に示したように、COVID-19 医薬品の売上総利益率は当社平均を下回る見込みです。 
-  コア営業経費は、アレクシオン社の経費を通年で統合することもあり、10%台半ばから

後半に増加する見込みです。(前回ガイダンスは 10％台前半の増加でした。今回の更新

は、良好な試験結果を受けて研究開発費が増加し、Evusheld を含む新規上市をサポー

トするための費用が増加したためです) 
-  2022 年下半期のその他の営業利益は、2022 年上半期と同程度の水準となる見込みです。 
-  中国を含む新興国市場総売上高は、2022 年度に１桁台半ばの成長を見込みます（変更

なし）。中国の売上は、主に NRDL18 と VBP19 プログラムが様々な医薬品に影響を及ぼ

し、2022 年度に一桁台半ばの減少を見込んでいます（変更なし）。当社は、大きな市

場機会、幅広い患者アクセス、多様な領域での複数の新薬上市により、新興国市場の長

期的な見通しを確信しています。 
 -  コア税率 18-22％（変更なし） 
 
アストラゼネカは、COVID-19、地政学的およびサプライチェーンの不確実性が業績全体に

及ぼすリスクの高まりを認識し、積極的に管理し続けています。四半期ごとの業績のばらつ

きは今後も続くと予想されます。 
アストラゼネカは、買収関連負債に生じる公正価値調整、無形資産減損費用、訴訟和解引当

金など報告ベースの業績の重要な要素を、信頼性をもって予測できないため、当社は報告ベ

ースでのガイダンスを提供することはできません。本発表の最後にある将来予測に関する注

意事項の項を参照してください。 
 
為替の影響 
2022 年 7 月から 12 月の為替レートが 2022 年 6 月 30 日時点のスポットレートと同じであ

った場合、2022 年度の総売上高は CER ベース財務に対して 1 桁台半ばの悪影響（従来は 1
桁台前半の悪影響）、2022 年度のコア EPS は前述のとおり 1 桁台半ばの悪影響が生じると

予想しています。 
当社の為替レートの感応度分析は Table 18 に記載されています。 
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Table 1: 2022 年第 2 四半期総売上高のパフォーマンスの主な要素 
 

  増減（%）    
売上項目  100 万ドル  実質  CER    

製品売上   10,630  32  38    アレクシオン買収による医薬品から
17 億 7,600 万ドル  

提携収入  
 

141  (20) (20)   エンハーツで 1 億ドル（2021 年第 2
四半期：4600 万ドル） 

 Tezspire で 1,300 万ドル（2021 年第
2 四半期：0 ドル） 

総売上高   10,771  31  37    

疾患領域  
  

100 万ドル  
 

実質  
 

CER  
  

オンコロジー   
 

3,810  15  20    診断率の低下や中国における COVID-
19 関連のロックダウンの悪影響があ
ったものの、主要な医薬品および地域
で良好な業績 

CVRM 
 

2,356  14  19    フォシーガは、当四半期も 11 億 400
万ドルの売上高を達成し、ブロックバ
スターとなった  

R&I 

 

1,395  (2) 1    ビレーズトリおよびファセンラの成長
が、主に中国における VBP 実施およ
び COVID-19 のロックダウンの影響
によるパルミコートの 30%の減少
（CER ベースでは 28%）を相殺 

V&I20 

 

981  7  12    バキスゼブリア 21から 4 億 5,500 万
ドル、Evusheld から 4 億 4,500 万ド
ル  

 バキスゼブリアの売上の大半は初期契
約によるもの 

希少疾患 

 

1,801  6  12    PNH および aHUS におけるユルトミ
リスへの継続的な切り替え、米国にお
ける全身型重症筋無力症治療薬の上市
など、C5 フランチャイズが引き続き
成長  

 第 2 四半期の歴史的な価格調整（米国
外総売上高に貢献）を除けば、希少疾
患のプロフォーマ売上成長率は 2%
（CER ベースでは 8%）  

その他医薬品   427  (17) (10)   
総売上高   10,771  31  37    

バキスゼブリアを含む地

域別売上  
 

 
 
 

100 万ドル 

 
 
 

実質 CER  

  

新興市場   2,792  (3) 1    
- 中国  

 

1,435  (6) (5)   NRDL および VBP プログラムに関連
する価格圧力 

 COVID-19 関連のロックダウン 
- 中国以外   1,357  1  7    
米国  4,348  72  72    
ヨーロッパ   2,080  21  35    
既成市場 （RoW）    1,550  39  55    
バキスゼブリアを含む地

域別総売上高   
 

 
10,771  

 
31  

 
37  

  

 
バキスゼブリアを除く地
域別売上  

 
 
 

100 万ドル  

 
 

実質  CER  

  
アレクシオン買収による医薬品の貢献 

新興市場   2,603  7  11    8,100 万ドル 
- 中国   1,435  (6) (5)   
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- 中国以外   1,167  31  39    8,100 万ドル 
米国  4,348  72  72    10 億 4,100 万ドル 
ヨーロッパ   1,952  43  59    3 億 7,700 万ドル 
既成市場 （RoW）    1,412  39  56    2 億 7,700 万ドル 
バキスゼブリアを除く地
域別総売上高     

10,316  
 

41  
 

47  
  
 17 億 7,600 万ドル 

 
Table 2: 2022 年第 2 四半期の財務パフォーマンスの主要要素 
 
 

メトリクス 
（100 万ドル
または %） 

報告ベース 報告ベース 
増減 

コア コア増減  コメント 22 

総売上高  10,771 実質 31%  
CER 37% 10,771 実質 31%      

CER 37% 
  詳細は Table 1 および総売上高の

項を参照 

総利益率 23 72% 実質(1pp) 
CER (2pp)  83% 実質 10%  

CER 8%  

 + アレクシオン医薬品の追加 
+ オンコロジー領域の売上構成比の
上昇  

+ COVID-19 の初期契約の段階的導
入によるプラス効果  

+ 為替変動の影響 
- NRDL および VBP の中国影響 
- 利益分配の取り決めによる影響
（例：リムパーザ） 

- アレクシオンの在庫公正価値調整
額の巻き戻しによる売上総利益率
への影響 

 為替変動は、将来の四半期におい
て、売上総利益率にプラスまたは
マイナスの影響を与える可能性が
ある  

研究開発費   2,546 実質 39%   
CER 44% 2,431 実質 35%     

CER 40%  

 + アレクシオン開発品の追加  
+ 追加後期臨床試験のアンゲーティ
ングに伴うパイプラインへの投資
の増加  

+ 外部パートナーとの提携解消に関
連する前払資産の一時的減損
8,900 万ドル（報告ベースおよびコ
アに含まれる） 

+ 2022 年第 1 四半期に見られた有益
な経費の段階的配分効果の反動 

 コア研究開発費対総売上高比率
23％（2021 年第 2 四半期：
22％） 

販売費及び

一般管理費

（SG&A）  
4,681 実質 51%    

CER56% 3,137 実質 27%      
CER33% 

 + アレクシオン SG&A の追加  
+ Evusheld を含む最近の上市品の市
場開発活動 

+ コア SG&A 対総売上高比率は
29%。 
(2021 年第 2 四半期：30%) 

その他の 
営業利益24 122 実質 (5%)  

CER (5%)  112 実質 (12%) 
CER (13%)  

  Plendil の売却益 6,100 万ドル、お
よびロイヤルティ収入と過去の取
引による収入が含まれる 

営業利益率  5% 実質 (9pp) 
CER (9pp)  31% 実質 9%  

CER 8%  
  SG&A のコメント欄参照 

金融費用 
純額   

293 実質(8%)  
CER 10%  223 実質 1%  

CER 26% 
 + アレクシオンの負債による資金調

達コスト 
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- 買収関連負債に係る割引の戻し入れ
の減少が報告ベースに影響 

税率  (46%) n/m 15% 実質 (8%)  
CER (9%)  

  当四半期の税率 15%は、地域別利
益構成および多くの主要国・地域
の過年度税負担の有利な調整を反
映 

 税率は今後も四半期ごとに変動す
る可能性がある 

 通期予想は引き続き 18-22% 

EPS $0.23 実質 (45%) 
CER (46%) $1.72 実質 92% 

ER 89% 
  報告ベースとコアの違いの詳細は

Table 13 参照 

 
コーポレートおよび事業開発 
2022 年 5 月、アストラゼネカは RQ Biotechnologies Ltd と、COVID-19の原因であるウイル

ス SARS-CoV-2 を標的とした初期段階の mAb25 ポートフォリオについてライセンス契約を

締結しました。この契約により、アストラゼネカは、SARS-CoV-2 に対抗する mAb を開発、

製造、商業化するための世界的な独占ライセンスを取得しました。 
 
また、5 月にアストラゼネカは、世界の 35 市場で Plendil の商業権の売却を完了し、6,100 
万ドルの利益が当四半期のその他の営業利益に計上されました。 
 
2022 年 6 月、当社は GRAIL, LLC と、アストラゼネカの治療薬に使用するコンパニオン診

断法の開発および商業化に関する広範な戦略的提携を締結しました。この提携は、当初、高

リスクの早期疾患を有する患者さんを特定するコンパニオン診断薬の開発に重点を置き、今

後数年間にわたり複数の適応症で多数の試験に着手する計画です。また、この契約には、ア

ストラゼネカの臨床試験に早期がんの患者さんを募集できるようにするための GRAIL の技

術の使用も含まれています。 
 
2022 年 7 月、アストラゼネカは、再発および難治性の B 細胞性非ホジキンリンパ腫で現在

評価中の第 I 相臨床試験段階の CD19xCD3 T 細胞エンゲージャー、TNB-486 を所有する

TeneoTwo 社買収の合意を発表しました。アストラゼネカは、取引完了時に 1 億ドルの契約

一時金と引き換えに、TeneoTwo 社の発行済株式すべてを取得します。契約条件に基づき、

アストラゼネカは TeneoTwo 社の株主に対して、最大 8 億 500 万ドルの研究開発関連の追

加マイルストーン支払いと最大 3 億 6,000 万ドルの商業ベースの追加マイルストーン支払い

を行います。本取引は、2022 年第 3 四半期に完了する予定です。 
 
サステナビリティの概要 
グローバルリアルタイムヘルスインテリジェンスの独立プロバイダーである Airfinity は、ア

ストラゼネカ COVID-19ワクチンが 2020年 12月 8日から 2021年 12月 8日までの間に 600
万人以上の命を救ったと推定しています。この分析は、2022 年 6 月に The Lancet に掲載さ

れたロンドン大学インペリアルカレッジのデータに基づいています。 
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経営陣の交代 
アストラゼネカ PLCは、本日、ミシェル・デマレ（Michel Demaré）を取締役会議長に任命

したことを発表しました。デマレの任命は、上級独立非執行取締役であるフィリップ・ブロ

ードリー（Philip Broadley）が主導した強固な後継者計画プロセスを経て行われました。 
 
すでにお知らせしたとおり、アストラゼネカの現取締役会会長であるレイフ・ヨハンソン

（Leif Johansson）は、2023年 4月の当社年次総会の終了をもって退任する予定です。ミシ

ェルの就任は、その後直ちに有効となり数カ月間で引継ぎが行われます。 
 
ミシェルは、2019 年 9 月に独立した非執行取締役としてアストラゼネカの取締役に任命さ

れ、現在は当社の報酬委員会の議長、監査委員会および指名・ガバナンス委員会の委員を務

めています。彼はまた、Vodafone Group Plc および Louis Dreyfus Int'l Holdings BV の非執

行取締役、IMD Business School の会長および Nomoko AG の会長も務めています。   
 
Table 2: 前回の決算発表以降のパイプラインのハイライト 
 

イベント  製品  適応症／治験  イベント  

 エンハーツ HER2 陽性乳がん（2 次治療） 
（DESTINY-Breast03）  

薬事承認 （米国、欧州） 

薬事承認およ

びその他の薬

事案件  
 

リムパーザ  gBRCAm26乳がん（術後補助療法）
（OlympiA） CHMP 肯定的見解（欧州） 

Tezspire 重症喘息（NAVIGATOR） CHMP 肯定的見解（欧州） 
ユルトミリス gMG （CHAMPION-MG） CHMP 肯定的見解（欧州） 

 ユルトミリス 皮下投与、PNH27及び aHUS28 薬事承認 （米国） 

 イミフィンジ 胆道がん （TOPAZ-1） 優先審査 （米国）、薬事承認
申請 （欧州） 

 エンハーツ HER2 低発現乳がん（3 次治療）
（DESTINY-Breast04） 

優先審査 （米国）、薬事承認
申請 （欧州、日本） 

 エンハーツ HER2 陽性乳がん（2 次治療） 
（DESTINY-Breast03） 薬事承認申請 （中国） 

薬事承認申請

または受理  
PT027 喘息 （MANDALA/DENALI） 薬事承認申請 （米国） 
Evusheld COVID-19 （PROVENT/TACKLE） 薬事承認申請 （日本） 

 ソリリス gMG（全身型重症筋無力症） 薬事承認申請 （中国） 
 コセルゴ NF1-PN （SPRINT） 優先審査 （中国） 

 イミフィンジ 非小細胞肺がん （術前化学療法）
（AEGEAN） 主要評価項目達成（pCR） 

主な第III 相デ

ータリードア

ウトおよびそ

の他の展開  

camizestrant HR 陽性 29/HER2 陰性乳がん
（SERENA-6） 優先審査指定（米国） 

フォシーガ HFpEF（左室拡張機能障害心不全）
(DELIVER) 主要評価項目達成 

 eplontersen ATTRv-PN （NEURO-TTRansform） 主要評価項目達成 

 
ユルトミリス NMOSD （視神経脊髄炎スペクトラ

ム障害）（CHAMPION-NMOSD） 
 

主要評価項目達成 

 
営業および財務の概況 
本セクションの成長および業績に関する説明はすべて実際の為替レートに基づいており、財

務数値は特に断りのない限り、100 万米ドル単位で記載されています。別途の記載がない限

り、本発表で示された業績は、2021 年 6 月 30 日までの 6 カ月間（2021 年上半期）と比較
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した 2022 年 6 月 30 日までの 6 カ月間（「上半期」または「2022 年上半期」）、あるいは

2021 年 6 月 30 日までの 3 カ月間（「四半期」または「2022 年第 2 四半期」）と比較した

2022 年 6 月 30 日までの 3 カ月間（「2021 年第 2 四半期」）の業績を示しています。 
 
コア財務指標である EBITDA、純負債、CER、初期提携収入及び継続的提携収入は、当社グ

ループの中間財務諸表から直接導き出すことができないため、非 GAAP 財務指標となりま

す。経営陣は、これらの非 GAAP 財務指標は、報告された業績と合わせて提供されること

により、投資家やアナリストに対して、当社グループの財務パフォーマンスやポジションを

期間ごとに比較しながらより良く理解するための有益な補足情報を提供すると考えていま

す。これらの非 GAAP ベースの財務指標は、GAAP に準拠して作成された財務指標に代わ

るものでも、優越するものでもありません。 
 
コア財務指標は、以下のような特定の重要な項目を除外するよう調整されています。 
 
-  無形資産の償却および減損（減損の戻し入れを含むが、IT 資産に関連する費用を除く） 
-  構造改革プログラムに関連する費用および引当金（構造改革プログラムが資産化された

IT 資産に与える影響に関連する費用、およびアレクシオン買収後のグループレビュー項

目を含む） 
-  アレクシオン買収関連項目（主に買収した棚卸資産の公正価値調整、従業員株式報奨の

差し替えによる公正価値の影響） 
-  その他の特定項目、主に企業統合の偶発対価に関連する帰属金融費用と法的解決 
-  上記の調整による税効果は、コア税金費用から除外されています。 
 
コア財務指標の性質に関する詳細は、有価証券報告書および Form 20-F Information 2021 の 
54 ページに記載されています。 
 
本発表の財務業績の項に含まれる「報告ベースの財務指標とコア財務指標の調整表」を参照

してください。 
 
売上総利益率は、製品売上高が売上原価を上回る比率であり、両者の差額を売上高で除して

計算されます。報告ベースの売上総利益率及びコア売上総利益率の計算では、提携収入及び

関連費用の影響は除外されており、それにより製品売上高の基礎的な業績が反映されていま

す。 
 
EBITDA は、金融費用、合弁会社及び関連会社の業績、並びに減価償却費及び減損費用を控

除した税引前利益と定義されています。本発表において、財務業績の欄に記載されている報

告ベースの税引前利益から EBITDA への調整表が参照されています。 
 



News Release 

Page 9/13 
 

純負債とは、有利子負債及びリース負債から、現金及び現金同等物、その他の投資、並びに

金融派生商品の純額を差し引いたものです。なお、本発表において、中間財務諸表注記事項

のうち、注記 3「ネット借入」をご参照ください。 
 
継続的提携収入は、当初提携収入（契約または取引の完了日に契約一時金に関して認識され

る提携収入）を除いた 提携収入と定義されています。継続的提携収入は、ロイヤルティ、

マイルストーン収入及びプロフィットシェアリング収入等から構成されています。本営業・

財務レビューについては、提携収入に関する表をご参照ください。 
 
当社は、投資家およびアナリストの皆様が単一の財務指標に依存することなく、アストラゼ

ネカの財務諸表（その注記を含む）およびその他の利用可能な当社報告書を注意深く全体的

に検討することを強く推奨します。 
 
四捨五入の関係で、本発表におけるいくつかのドル数値およびパーセンテージの合計は一致

しない場合があります。 
 
総売上高 
 
 

Table 3:領域別製品売上 
  2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
    増減（%）    増減（%）  

製品売上  100万 
ドル 

対製品 
売上合計

（%） 実質 CER 
100 万 
ドル 

対製品 
売上合計
（%） 実質 

 
 
 

CER 
オンコロジー  7,089  32  14  18  3,701  34  14  18  
- タグリッソ  2,704  12  10  14  1,400  13  7  12  
- イミフィンジ  1,294  6  12  16  695  6  15  20  
- リムパーザ  1,291  6  14  18  673  6  15  20  
- カルケンス  903  4  84  87  489  5  74  77  
- エンハーツ  29  -  >6x   >6x   18  -  >5x   >5x   
- Orpathys   23  -  n/m  n/m  11  -  n/m  n/m  
- ゾラデックス  477  2  2  7  236  2  (3) 2  
- フェソロデックス  178  1  (21) (16) 86  1  (18) (11) 
- イレッサ  63  -  (41) (39) 32  -  (32) (29) 
- アリミデックス  61  -  (17) (13) 28  -  (1) 5  
- カソデックス  42  -  (49) (47) 21  -  (50) (48) 
- その他  24  -  (4) 3  12  -  (8) 1  
バイオ医薬品: CVRM   4,559  21  14  18  2,352  22  14  19  
- フォシーガ  2,103  9  55  63  1,103  10  51  59  
- ブリリンタ  675  3  (10) (7) 350  3  (7) (4) 
- ロケルマ   129  1  79  87  66  1  68  79  
- Roxadustat   91  -  1  1  50  -  (2) (1) 
- オンデキサ 8  70  -  9  12  37  -  5  11  
- クレストール  547  2  2  6  280  3  6  11  
- セロケン/Toprol-XL   467  2  (9) (7) 223  2  (16) (13) 
- ビデュリオン  141  1  (29) (28) 73  1  (23) (22) 
- オングリザ  139  1  (31) (28) 71  1  (28) (25) 
- その他  197  1  (9) (7) 99  1  (1) 1  
バイオ医薬品: R&I   2,891  13  (2) - 1,381  13  (3) 1  
- シムビコート  1,288  6  (6) (3) 614  6  (10) (6) 
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- ファセンラ  662  3  14  18  354  3  11  15  
- ビレーズトリ  179  1  >2x   >2x  93  1  66  72  
- サフネロー  36  -  n/m  n/m  24  -  n/m  n/m  
- パルミコート  334  2  (33) (32) 116  1  (30) (28) 
- Daliresp   109  -  (5) (4) 58  1  7  8  
- ビベスピ  30  -  13  16  15  -  12  17  
- その他  253  1  (13) (12) 107  1  (18) (17) 
バイオ医薬品: V&I   2,734  12  >2x  >2x  977  9  10  15  
- バキスゼブリア  1,540  7  36  41  451  4  (48) (44) 
- Evusheld   914  4  n/m  n/m  445  4  n/m  n/m  
- シナジス  280  1  >5x   >6x   80  1  >3x  >3x  
- FluMist   -  -  n/m n/m 1  -  n/m n/m 
希少疾患  3,495  16  5  10  1,801  17  6  12  
- ソリリス 8  2,017  9  (5) 1  1,027  10  (5) 2  
- ユルトミリス 8  853  4  22  28  434  4  23  31  
- ストレンジック 8  450  2  11  13  242  2  16  18  
- コセルゴ   101  -  >2x  >2x  62  1  >2x  >2x  
- カヌマ 8  74  -  9  14  36  -  9  13  
その他医薬品  842  4  (11) (6) 418  4  (3) 6  
- ネキシウム  674  3  (9) (2) 343  3  2  12  
- その他  168  1  (21) (20) 75  1  (19) (17) 
製品売上  21,610  98  41  47  10,630  99  32  38  
提携収入  551  2  >2x  >2x  141  1  (20) (20) 
総売上高  22,161  100  43  48  10,771  100  31  37  
 

 
Table 4: 提携収入 
 

  2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
    増減（%）   増減（%） 

  100 万
ドル  

対合計
（%） 実質  CER  

100 万
ドル  

対合計
（%） 実質 

 
CER 

リムパーザ: 薬事上の
マイルストーン   175  32  n/m  n/m  - - n/m  n/m  

エンハーツ：売上総利
益率の分配  

 173  31  >2x   >2x   99  70  >2x   >2x   

Tezspire：売上総利益
の分配   16  3  n/m  n/m  13  9  n/m  n/m  

バキスゼブリア: ロイ
ヤルティ  

 60  11  83  77  4  3  (87) (88) 

Tralokinumab：売上高
マイルストーン   70  13  n/m  n/m  - - n/m  n/m  

その他のロイヤリティ
収入   37  7  2  2  20  14  7  9  

その他の提携収入  20  4  (77) (77) 5  4  (93) (93) 
合計  551  100  >2x  >2x  141  100  (20) (20) 

 
Table 5: 領域別総売上高 
 

  2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
    増減（%）   増減（%） 
  100 万 

ドル 
対合計
（%） 実質 CER 

100 万 
ドル 

対合計
（%） 実質 

 
CER 

オンコロジー  7,454  34  18  22  3,810  35  15  20  
バイオ医薬品 

 
10,350  47  26  31  4,733  44  8  13  

- CVRM  
 

4,576  21  14  19  2,356  22  14  19  
- R&I   2,979  13  -  3  1,395  13  (2) 1  
- V&I  

 
2,795  13  >2x   >2x   981  9  7  12  

希少疾患 
 

3,495  16  5  10  1,801  17  6  12  
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その他 
 

862  4  (18) (12) 427  4  (17) (10) 
合計 

 
22,161  100  43  48  10,771  100  31  37  

 
Table 6: 地域別総売上高 
 

  2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
    増減（%）   増減（%） 
  100 万 

ドル 
対合計
（%） 実質 CER 

100 万 
ドル 

対合計
（%） 実質 

 
CER 

新興市場  6,156  28  13  16  2,792  26  (3) 1  
- 中国  3,057  14  (5) (5) 1,435  13  (6) (5) 
- 中国以外  3,099  14  38  46  1,357  13  1  7  
米国  8,482  38  75  75  4,348  40  72  72  
ヨーロッパ  4,364  20  34  45  2,080  19  21  35  
既成市場 RoW   3,159  14  59  74  1,551  14  39  55  
合計  22,161  100  43  48  10,771  100  31  37  
 
 
 
Table 7: 地域別総売上高（バキスゼブリアを除く）  
 

  2022 年上半期 2022 年第 2 四半期 
     増減（%）   増減（%） 
  100 万 

ドル 
対合計
（%） 実質 CER 

100 万 
ドル 

対合計
（%） 実質 

 
CER 

新興市場  5,436  25  9  13  2,603  24  7  11  
- 中国  3,011  14  (6) (7) 1,435  13  (6) (5) 
- 中国以外  2,425  11  38  48  1,167  11  31  39  
米国  8,403  38  74  74  4,348  40  72  72  
ヨーロッパ  4,102  19  53  66  1,952  18  43  59  
既成市場 RoW   2,620  12  40  53  1,412  13  39  56  
合計  20,561  93  43  48  10,316  96  41  47  
 
注： 

1. 恒常為替レート（Constant exchange rates, CER）。実質増減と CER 増減の差は、2022 年対 2021 年の期

間中の為替変動によるものです。CER 財務指標は、報告ベース業績から為替変動の影響を取り除くため、

一般に公正妥当と認められた会計原則（GAAP）に基づく会計処理によるものではありません。 

2. 報告ベースの財務指標は、英国が採用している国際会計基準、国際会計基準審議会（IASB）が公表してい

る国際財務報告基準（IFRS）及び欧州連合が採用している国際会計基準に従った財務結果です。 

3. Earnings per share：1 株当り利益。 

4. コア財務指標は、特定の項目を除くために調整されています。報告ベースとコア財務指標との差異は、主

にアレクシオン社買収に関連する項目、無形資産償却費、減損損失、構造改革費用、及び既に開示したと

おり、特定企業との和解に関連する引当金繰入額によるものであり、この結果、中核財務指標は、アレク

シオン社買収に関連する項目を除外して調整されています。この和解により、2022 年第 2 四半期に 7 億

7,500 万ドルが支払われました。報告ベース EPS とコア EPS の調整表は、本資料の業績セクションの

Table 12 及び Table 13 に記載されています。 

5. 2022 年度には、コセルゴの総売上は希少疾患（2021 年度：がん）に、オンデキサの総売上はバイオ医薬

品：CVRM（2021 年 3 月期：希少疾患）に含まれます。各疾患領域の成長率は、これらの変更が 2021 年

度に実施されたと仮定して計算しています。 

6. Respiratory & Immunology：呼吸器・免疫領域 

7. Cardiovascular,Renal and Metabolism (CVRM)：循環器・腎臓・代謝領域 
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8. アレクシオン買収による医薬品の 2022 年上半期および 2022 年第 2 四半期の成長率は、アレクシオンが以

前に発表した買収前の前年同期と比較したプロフォーマベースで計算されています。希少疾患領域と

CVRM 領域の成長率は、これらのプロフォーマ調整を含んで表示されています。 

9. Heart failure with preserved ejection fraction：駆出率維持型心不全 

10. Non-small cell lung cancer：非小細胞肺がん 

11. Hereditary transthyretin-mediated amyloid polyneuropathy：遺伝性トランスサイレチン介在性アミロイドポ

リニューロパチー 

12. Neuromyelitis optica spectrum disorder：視神経脊髄炎スペクトラム障害 

13. Human epidermal growth factor receptor 2：ヒト上皮成長因子受容体 2 

14. アストラゼネカは、MSD（米国およびカナダでは Merck & Co, Inc.）と共同で、リムパーザの開発および商

業化を行っています。 

15. Generalised myasthenia gravis：全身性重症筋無力症 

16. Committee for Medicinal Products for Human Use：ヒト用医薬品委員会 

17. Neurofibromatosis type 1 plexiform neurofibromas：神経線維腫症 1 型叢状神経線維腫 

18. National reimbursement drug list：全国償還医薬品リスト 

19. Volume-based procurement：数量ベースの調達 

20. Vaccines & Immune Therapies：ワクチンと免疫療法 

21. バキスゼブリア は、当社がアストラゼネカ COVID-19 ワクチンを供給するためのアストラゼネカの商標で

す。本報告書の財務表では、「Vaxzevria Total Revenue」には、独自の商標でアストラゼネカ COVID 19 
ワクチンを製造・供給するサブライセンシーからの共同開発収益が含まれています。 

22. Table 2 中、「＋／－」の記号は、議論されている項目の影響度の方向性を示しています。例えば、研究開

発費に関する項目の横に「＋」の記号がある場合、その項目が前年度に比べて研究開発費を増加させたこ

とを意味します。 

23. 売上総利益は、総売上高から売上原価を差し引いたものと定義されています。売上総利益の算出にあたっ

ては、共同販促収入及び関連費用の影響を排除しており、製品売上高の基礎的な業績を反映しています。 

24. アストラゼネカが医薬品または新薬候補の重要な継続的権益を保有していない場合、売却による収入は、

当社の財務諸表において報告対象およびコアのその他の営業収入および費用に計上されています。 

25. Monoclonal antibodies：モノクローナル抗体 

26. Germline (hereditary) breast cancer gene mutation：生殖細胞系列（遺伝性）乳がん遺伝子変異 

27. Paroxysmal nocturnal haemoglobinuria：発作性夜間血色素尿症 

28. Atypical haemolytic uraemic syndrome：非定型溶血性尿毒症症候群 

29. Hormone receptor positive：ホルモン受容体陽性 

 
 
＊＊＊＊＊ 
 
アストラゼネカについて 
アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、主にオンコ

ロジー、希少疾患、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオ・医薬品にお

いて、医療用医薬品の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。

英国ケンブリッジを本拠地として、当社は 100カ国以上で事業を展開しており、その革新的

な医薬品は世 界中で 多 く の患 者さんに使用されています。詳細については

https://www.astrazeneca.com または、ツイッター@AstraZeneca（英語のみ）をフォローし

てご覧ください。 
 

https://www.astrazeneca.com/
https://twitter.com/AstraZeneca
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日本においては、主にオンコロジー、循環器・腎・代謝、および呼吸器・免疫を重点領域と

して患者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動しています。アストラゼ

ネカ株式会社については https://www.astrazeneca.co.jp/ をご覧ください。フェイスブック

AstraZeneca.Japan とインスタグラム AstraZeneca ／ アストラゼネカもフォローしてご覧

ください。 
 

お問い合わせ先 
アストラゼネカ株式会社 

コーポレートアフェアーズ統括部 東 
 JPN.Ex.Comm@astrazeneca.com  

Tel:  080-6198-5314 
 

https://www.astrazeneca.co.jp/
https://www.facebook.com/AstraZeneca.Japan/
https://www.instagram.com/astrazenecajapan/
mailto:JPN.Ex.Comm@astrazeneca.com
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